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電子ジャーナル化のもとでの
学部学生の新しい学習環境

1997年の夏，和歌山県で「毒入りカレー事

件」といういまわしい事件が発生しましたが，当

時中学三年生だった三好万季さんは夏休みの理

科の宿題でこの事件をとりあげ， もっぱらインタ

ーネットで医学情報を集めて，詳細な分析を行

い，世間を驚かせました。このレポートは後に文

芸春秋社から『四人はなぜ死んだのか』と題し

て出版されています。

2001年に同じようなことが北海道大学の医

学部でも起こりました。医学部六年生のある学

生は， 「MEDLINE」などの学術文献データベー

スと電子ジャーナルを縦横に駆使しで情報を集

め，教授の指導のもとに実験を行った結果を神

経科学の分野では世界のトップ・ジャーナルと

附属図書館副館長・北分館長 ti朋; ijt! 匪

いわれる雑誌に投稿し，レフェリーの審査をパス

しました。たいへん喜ばしいことであります。

一般に，大学の教員は学生のインターネット

利用に関して否定的な感情を抱いているようで

す。日く 「ネットサーフィン（波乗りのように数

秒ことに異なるホームページを覗く行為） しかや

らない」，「便所の落書きのような情報しか見な

い」，「書き込み掲示板のチャットで時間を無駄

にしている」， 「他人が書いた情報をマウスで丸こ‘

と写し取ってレポートに引用して提出する」

等々。

しかし，上に紹介した例が示すように，学術

文献データベースと電子ジャーナルが備わったイ

ンターネット環境は，新しい地平を切り開く可
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能性を学部学生に与えています。

以下では，教員としての私自身の経験や同僚

の教員の経験を紹介しつつ，大学図書館のイン

ターネット環境と学部学生の学習方法との関連

について考えてみたいと思います。

現在ではほとんどの大学で初年次学生に対

しで情報処理科目が必修か準必修となっていま

す。しかし情報処理科目において，附属図書館

の利用方法や情報検索手法が授業内容に盛り込

まれている大学は少ないようです。北海道大学

のばあい， 「一般教育油習」という授業科目の中

で半期に 1回の90分だけですが「情報探索入

門」という授業時間を作っており，約半数の新

入生が受講しております。

この「情報探索入門」の限界は，指導時間が

短く，また図書館職員がインストラクターをつと

める関係上，内容がどうしても各種データ・ソ

ースヘのアクセス方法の説明に片寄りがちになる

という点です。山のようにあるインターネット情

報の中から，真に価値ある情報を選び出す実質

面での指導は，教員と図書館職員が協力しつつ

実施していかなくてはなりません。

例えば，厚生労働省のホームページからは，

日本人の詳細な死因統計が得られること，国土

交通省のホームページからは全国のすべての公示

地価が得られること，各種審議会の議事録が公

表されていることなどは，医学や法学，社会学，

経済学の教員が自身の講義の中で新入生に知ら

しめていく必要があるでしょう。それと同時に，

いかに多くの個人ホームページに誤りや意図的な

虚偽情報が含まれているかも学生に教えなけれ

ばなりません。これらのソフト面でのインターネ

ット利用教育は教員と図書館職員とが協力して

実施されることが望まれます。

大学一年生の授業科目は，どうしても物理・

数学・英語など基礎学力の涵養に重点を置いた

ものになりがちです。しかし学生はもっと専門的

な知識に飢えているのも事実です。このようなミ

スマッチを埋める効果的な授業方法にレポート

報告を中心とするセミナー形式の学生参加型授

業があります。このセミナー形式の授業の中で学

術文献データベースの役割とその利用方法を学

習させることは非常に効果的でした。

しかし，いきなり英語論文データベースである

!Web of Science」の利用というわけにはいき

ません。大学一年生は英語文献を読む学力は持

っていますが，受験英語で疲弊困懲しており，

英語文献には強い拒絶反応を示します。そこで

国立国会図書館の「雑誌記事索引」を利用して

日本語の雑誌文献を探させます。しかしここで

も教員による適切な指導は不可欠です。国会図

書館が所蔵している雑誌に掲載されている論文

といっても，ホームページと同様に玉石混消だか

らです。初年次学生は，生まれて初めて，学習

すべき素材を人から与えられるのではなく，自分

で選択するという行為を経験します。そして雑

誌論文といっても玉石混滑であるという事実を

知るわけです。

三年生の後半くらいになりますと，英語論文

を検索して利用するということが可能になりま

す。指導する教員の側の工夫次第では，半分以

上の学生が英語論文を利用するようになります。

しかし，学生は英語論文に対して，常に恐怖心

を抱いていますから，英語論文を読むための強

いインセンティブ（動機づけ）を与えなければな

りません。まず学生が行っている卒業研究やレ

ポート課題に関して，当該分野では適切な日本

語論文はこく少数であって英語論文を読まなけ

ればならないこと，英語論文といっても非常に単

純な構文が多く，語彙も限られているので学生

の英語力で十分読解可能なこと，一般に英語論

文は短いので時間がかからないこと（あるいは短

い論文を選ぶこと），難しい概念や理解できない

公式に出会ったら無理をせず読み飛ばすこと，

あるいは理解できる部分だけ理解すればよいとい

うこと，読めない論文は読まなくてもよいこと，

などの点を学生に指導します。

その際に，学術文献データベースの利用のテ

クニックをもう一段深く教える必要があります。

理系であれば 〗「eb of Science」, 「Current
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Contents」, 「Medline」, 「SciFinder」などの学

術文献データベースで十分でしょうが，文系の

ばあいですと，それ以外に「ProQuest」や

「EBSCO」などの電子ジャーナル提供機関の検

索画面に入って，その提供機関がカバーする雑

誌の中での論文検索も行った方がよいというよ

うな指導も行う必要があります。「LexisNexis」

では法律情報や医薬品情報が含まれていること，

東南アジアや中近東の現地語のラジオ・ニュー

スをBBCがモニターしたものを英語に翻訳して

活字に起こしたものが収録されていることなど，

学生の学習課題に対応したきめ細かい指導が必

要となります。

このような指導をすべての教員に要求すること

は酷というもので，図書館職員の協力がぜぴと

も必要です。そして本来ならば図書館情報学担

当の教員が各大学に配置されるべきです。多く

の大学で情報処理教育のために相当数の教員が

採用されているのに，図書館情報学ないし情報

探索学の教員が非常勤であれ採用されている大

学は，司書資格コースがある大学を除けば，こ

く少数です。北海道大学では一名もおりません。

この任務を図書館職員に押し付けるわけにはい

きません。図書館職員は本務である日常業務だ

けでも手一杯なのですから。

次に，学生がどのような論文選択行動を採る

かについて筆者の経験を紹介したいと思います。

その選択行動原理は極めて単純なもので，学術

文献データベースからフル・テキストで電子ジャ

ーナルにリンクが貼られている論文，つまり論文

の全文がパソコンの画面で読める論文だけをプリ

ンターから出力するというものです。附属図書館

や学内の学部図書室に印刷体で所蔵されている

論文をコピー機で複写して読むということはまず

ありません。ましてや他大学所蔵の雑誌論文を

ILLサービス（大学図書館間の相互利用サービ

ス）で申し込むなどということは絶対にありえま

せん。電子ジャーナルをできるだけ充実させ，検

索データベースと連携させるということが学部学

生のためには是非とも望まれます。研究者や博

士課程院生のばあいであれば，研究遂行それ自

体に高いインセンティブがありますから，他学部

の図書室まで足を運び，他大学に複写依頼を行

うことは当然ですが，学生にそこまで期待するこ

とはできないからです。

具体例を紹介しましょう。 I君は私のゼミナー

ルで卒業論文を書いた経済学部の学生でした。

彼はハンガリーにおける自殺率の高さと経済・

社会状況との関係を研究テーマに選びました。

この分野では日本語の論文はひとつもありませ

ん。当然， l君は英語論文で情報を収集しなけれ

ばならないことになり， しかも即座に膨大な量の

文献があることを知りました。ハンガリー人の学

者自身が主に英語で論文を発表しているからで

す。 I君は経済学，社会学，人口学，公衆衛生

学，法医学，人文地理学などの国際雑誌から英

語論文を選択しました。

M君はまだ学部三年生ですが，ヴェトナム山

岳地帯の農村経済構造を研究テーマに選択しま

した。彼に対しては，英語の学術文献のほかに

「LexisNexis」を用いて「NewYork Times」

の記事やBBCの現地語ラジオ・ニュースのモニ

ター記事を検索するように指導しています。つい

数年前までは，英字新聞の閲覧とは，最初から

読むべき年月日が分かっているばあいしか考えら

れなかったのですから，大変なちがいです。

重要なことは，学術文献データベースを用い

で情報ソースを探していくと，研究が必然的に

学際的・複合領域的になるということです。上

に紹介したl君の例のように，たった一つの単語

「suicide」から，学問分野は限りなく拡がって

いきます。

このことは，もしかしたら大学図書館が電子

ジャーナルを整備することの最大のメリットでは

ないかと考えています。もしも，従来から印刷体

で閲覧していた雑誌のみを電子ジャーナルで閲覧

するようになっただけだとすれば，それは単に速

くて便利になったというだけ，あるいは複写機料

金よりパソコンのプリントアウトの方が安くあが

るというだけの変化でしょう。

3
 



楡 蔭（北大図書館報）

キーワード検索によって，必然的に今まで関

心を向けなかった領域の雑誌の論文まで，少な

くとも論文タイトルだけは読むようになる， とい

うことは素晴らしいことだと考えます。学際的研

究の必要性が叫ばれて久しいわけですが，従来

は科学研究費の構成メンバーの選定や学内の研

究組織改革というような人と人との連携でこの

課題に取り組んできたように思われます。むろん

それは必須の取り組みです。しかし学術文献デ

ータベースと電子ジャーナルの導入によって，

「たった一人の学際的研究」も可能となったので

す。

このことの意義は，大学院生や若手研究者に

とって測り知れなく大きいと思います。北海道

大学では，電子ジャーナルの導入以前は約8千

種類の洋雑誌を購読していたのですが，現在で

はそれより 60%ほど多い 1万3千種類の雑誌が

電子ジャーナル化によって閲覧可能となりまし

た。そして学部の新入生をはじめとしてすべての

学生・院生がこれらの雑誌に自由にアクセスで

きるようになったのです。

これらをサポートするハード面での整備も行わ

なければなりません。附属図書館では低学年次

学生が主に利用する北分館に77台のパソコン端

末を，高学年次学生が主に利用する本館に38台

の端末を設置して，これに応えています。講座

研究室の設備を利用しづらい低学年次学生に対

してこそ，ハード面でのサポートを充実させる必

要があるからです。このように北海道大学では，

ソフト・ハードの両面で先進的な取り組みを行

ってきたと自負しております。

しかし心配なことがぴとつあります。それは，

電子ジャーナル化の進行に伴って，大学間の学

習環境の差別化が拡大するのではないかという

ことです。国立大学の間でも閲覧可能雑誌数の

格差は大きいものがありますが，私立大学・短

期大学間にあっては，その格差はさらに大きく

なります。正確な統計は知りませんが，包括的

な電子ジャーナル契約を締結している私立大学

はまだ少数派なのではないでしょうか。

たしかにコンソーシアム（分担金共同負担に

よる複数大学の電子ジャーナル契約）という制

度はありますが，現状では国立大学と私立大学

との連携は実現できません。また小規模私立大

学や短期大学にとってはコンソーシアムヘの参加

が非常に困難な価格体系となっています。

国際的研究者の育成という観点をとってみて

も，基幹大学の多くの教員は大学院卒業後，中

小規模の大学で良い研究成果をあげて基幹大学

に移籍するというキャリアーを経るのですから，

中小規模の大学や私立大学での研究環境を整え

る必要があるわけです。

また社会への人材供給という観点をとってみ

ても，すべての大学の学生が，グローバルな情報

ソースを探索してアクセスできるテクニックを身

につけて就職するということは，将来の日本社

会の活性化に役立つでしょう。

図書館関係者だけでなく，広く教育関係者の

皆さんにもこの問題を考えていただきたいと思い

ます。

参考文献

1 . 『北海道大学における学術研究コンテンツ

の整備方策について（提言）』

http ://www. lib. hokudai .ac.jp/item/su 

g gestion. pdf 

2. 早瀬均，「本学における学術研究コンテン

ツの整備について」，『楡蔭』 No.112,

p.1-4 (2002.5) 
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北海道大学における学術文献データベースの導入状況について

附属図書館情報サービス課参考調査掛

附属図書館では「北海道大学における学術コンテンツの整備方策について」（提言） （平成14年3月）を

受けて，北海道大学で整備すべき電子ジャーナルおよび学術文献データベースの導入について検討をかさね

てきました。

平成15年4月1日現在，電子ジャーナルは15,000誌を超え，学術文献データベースでは化学系研究者

から要望の多かったSciFinderScholarをはじめ， INSPEC,EonLIT等新規データベースを購入し，

Web of Scienceは過去5年のバックファイルを追加購入しました。また，冊子で購入している抄録誌の中

の一部をオンラインデータベースとしてWeb版の提供を開始しました。

昨年度までは登録制により受益者負担という利用方法で，学内の限られたユーザしか利用できなかった学

術文献データベースは一部を除いてすべてインターネット版に切替え，研究者，学生が等しく利用できる環

境が整備され，学内のどこからでも検索が可能になりました。

データベースによっては検索結果から大学で購入している電子ジャーナルとのリンクや学内OPACリンク

カ呵能になり，原文へのアクセスが迅速かつ的確に情報を得ることができるようになりました。

接続はすべて附属図書館ホームページの学術文献データベースまたは電子ジャーナルから利用することが

できます。

→ http ://www. lib. hokudai .ac.jp/riyoannai/exdb/index. html 

学術文献データベース

Web of Science 基本的な検索ができる GeneralSearchと引用文献による Cited

1988- Reference Searchがあります。キーワードによる主題検索や著者

Journal of Citation Reports 名検索に加え，引用関係を調べることができるのが特徴。 JCRは学

2002 術雑誌の文献間の引用・被引用関係を分析したもので，その雑誌の

論文が1年間に引用された総回数やImpactFactor (文献引用影響

率）などを調べることができる。

Current Contents 1998- 世界の主要な学術雑誌の目次速報データベースで，最新号及び既刊

の目次を通覧できるほか，論文記事をテーマ，著者名，雑誌名，所

属機関住所等から検索できる。

SciFinder Scholer 
(CAplus) 1907 -

INSPEC 1969-

MathSciNet 1940-

CASが提供する化学および関連科学情報を提供する世界最大のデー

タベースで，キーワードによる検索結果， CASデータベースに収録

されている論文，特許が検索可能。また，化学構造式による検索や

反応検索ができるのが他のデータベースにない特徴。

IEE (英国電気工学協会）提供の書誌情報データベースで，物理学，

電気・電子工学，コンピューターサイエンス，情報技術分野に特化

しだ情報を提供し，学術論文雑誌会議録，技術報告書等を収録。

アメリカ数学会が提供する世界の数学関係文献を包括しており，

Mathematical ReviewsやCurrentMathematical Publications 

の情報を集録。
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Calcium & Calcified Tissue 骨代謝• 歯の発生・筋収縮・ホルモン代謝など，生物学と医学にお
Abstracts 1982- けるカルシウムに関わる文献の抄録を収録。

Ceramic Abstracts 1975- 材料科学系に関する抄録誌。雑誌論文，図書，特許からデータを収

録。

Aquatic Sciences and Fisheries 水産学に関する抄録誌で，雑誌論文のデータを収録。

Abstracts, Pt. l 1978-

生命科学関連テータベース

Biological Abstracts 1992- 生物学及び関連分野の記事抄録で，農業，生化学，生物工学，植物

学，生態学，環境，微生物，神経学，薬理学，公衆衛生等の関連分

野もカバー。

医学中央雑誌 1983- 国内医学文献の索引，抄録誌で医学，歯学，薬学，看護学及び関連

分野の雑誌に掲載された記事情報を提供。

Agricultural Engineering CAB抄録誌。農業工学技術・計測に関する論文抄録を収録。
Abstracts 1994-

Animal Breeding Abstracts CAB抄録誌。畜産全般に関する抄録誌。雑誌，研究報告，会議録，

1994- 図書，学位論文を収録。

World Agricultural & CAB抄録誌。農業経済，社会学に関する抄録誌。雑誌，研究報告，

Economics Rural Sociology 会議録，図書を収録。

Abstracts 1994-

Dairy Science Abstracts CAB抄録誌。酪農及び関係する化学・ 物理• 免疫学・微生物学・ 乳

1994- 製晶産業マーケティングに関する抄録誌。雑誌，研究報告，会議録，

図書，学位論文を収録。

人文社会科学系データベース

EconしIT1969- 各国の経済学に関連する文献の索引を収録しています。約400誌以

上の雑誌に掲載された経済関係の記事，年間500タイトル以上の会

議録や論文集に掲載された記事，書評，調査報告書等の情報を収録。

Humanities Index 1984- 500誌以上の雑誌からの記事を収録しています。考古学・美術・民

俗学・言語学• 音楽・ 哲学・ 宗教・歴史等，主題分野は多岐にわた

り，人文科学のレファレンスとして好適。

MLA Intenational 文学・言語学・民俗学分野の書誌索引を収録しているデータベース

Bibliography 1963- です。世界中で出版されている3,000以上の雑誌と書籍・研究報告

書・会議録などからのデータを収録。

PsycINFO 1872- 心理学関連文献の書誌情報と抄録を幅広く収録するデータベースで，

世界45ヶ国， 30以上の言語で書かれた雑誌論文，学位論文，単行

本， レポート等を収録。また，医学，精神医学，教育，ソーシャル

ワーク，法律，犯罪学，社会科学，組織行動学などの分野からの関

連文献も収録。

Index to Foreign Legal 全世界で発行される法律雑誌に掲載された記事への索引情報を提供

Periodicals 1985- するデータベース。アラビア語を除く，世界各国語の国際法，比較

法，外国法について詳細に収録。

International Political 世界の雑誌や年鑑に発表された公法• 国際公法• 国際関係論を含む

Science Abstracts 1989- 政治学に関する論文の抄録を提供する抄録書誌データベース。
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Linguistic Abstracts 1985- 言語学関連の雑誌約300誌の諭文抄録を収録。

Sociology of Education 教育についての社会学上の研究に関する論文抄録を収録。

Abstracts 1995-

Sociological Abstracts 社会学全般に関連する文献の索引と抄録を収録。約2,500誌以上の
1963- 雑誌・書籍・会議録などからデータを収録し，分野は人類学，経済

学，政治学，刑罰学，社会心理学，哲学，教育学，人口統計学，人

種間題，都市研究等。

ヽ 一般・レファレンス関連テータベース

Book Review Digest 1983- 書評を集めたデータベースで，毎年7,000タイトル以上が追加され

ます。アメリカ・カナダ• イギリスで出版された，科学・人文科学・

社会科学関連の雑誌や書評誌約110誌から収録。

Books in Print 1979- 約5万の出版社から刊行されている 180万点以上の書籍及び1979

年以降絶版または品切れとなった書籍の書誌情報を収録。 Library

Journal, Kirkus, Publishers Weekly, CHOICE, Booklist等に

掲載された35万件以上の書評の全文も収録。

じlrich'sInternational 世界巾で刊行されている雑誌，年刊，不定期刊行物についてのレフ

Periodicals Directory アレンスツールで， ISSN,出版社名，タイトルなどから検索でき，
1979- 世界200ヶ国以上の8万件以上の出版社の連絡先も収録しています。

また， 7000紙以上のアメリカの日刊，週刊の新聞及び3000のアメ

リカ以外で発行されている新聞の情報を， 1979年以降休刊となった

タイトルとともに収録。

辞書・辞典

Oxford English Dictionary 11世紀半ばから現代までの英語の発生および変遷を歴史的に扱った

1989年出版第2版 世界で最も権威ある英語辞典のWeb版で，年4回の更新により

OED第3版 (2010年刊行予定）に収録される新語や改訂された語

などが取り込まれる。

Oxford Reference オックスフォード大学出版局により出版されてきた辞書事典類等レ

ファレンス書約100点が，オンラインで横断検索ができる。収録分

野は人文社会科学から自然科学，医学までを網羅する包括的なデー

タベース。

学位論文テータベース

ProQuest Digital Dissertations 世界 1000 校以上の大学から 106 万件以上の博士• 修士論文の索引

1861- を収録し， 1997年以降すべての論文はPDFにて最初の24ページ

が無料で閲覧可能。

新聞データベース

LexisNexis Academic 枇界各国の新聞。雑誌などのニュース，企業情報，判例などの法律

情報，医薬ジャーナ）レ情報を提供。

DNA for Library 1984/8- 朝日新聞記事全文データベースで，附属図書館4階参考閲覧室の端

末から利用可能。

北海道新聞データベース 全道版に掲載された記事の他， 52のエリアに分けた各地方版の記事
1988/7- も収録。
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附属図書館の利用公開

北海道大学は道内唯一の総合大学として，建学以来多様な主題からなる研究・教育用図書資料を収集し

てきており，平成14年4月現在の全学の蔵書は340万冊を数え，学習・調査・研究を目的とした学内の教

職員・学生のみならず学外の利用者に幅広く利用されています。

1. 地域利用者への拡大

北海道大学附属図書館は，平成14年11月から，地域に開かれた大学図書館として，利用登録手続きの

簡素化のほか，これまでは研究者に限定されていた図書の貸出を本学の卒業・修了生，道内一般市民 (20

歳以上）の方にも拡大し，地域住民の調査・研究および生涯学習に利用していただけるようになりました。

（詳細は楡蔭No.114参照）

平成14年11月から 15年2月までの新規登録並びに利用状況は表lのとおりです。閲覧室では，学生に

混じって市民の方が調べ物をする光景も日常化しており，このことは学生・市民利用者相互に少なからず刺

激を与えているものと思われます。

表1(平成14年11月1日-15年2月28日）

市民登録数 102人 26人 128人

市民貸出数 186冊 69冊 255冊

1日利用証数 2,906人 219人 3,125人

2. 大学図書館と他の図書館との役割分担

北海道内には国公私立大学に設置された大学図書館のほか，道立•市町村立の公共図書館，研究機関等

に設置される専門図書館があり，各々その設置目的に即した運営とサービスが行なわれています。今日のよ

うに，多量かつ多様な形態で図書情報が出版されるようになると，各図書館は単独で必要な情報源を不足な

く収集することは最早，不可能といわざるをえません。そこで，図書館同士が連携したサービスが重要と

なってきます。

大学図書館は，共通目的を持つ大学図書館間では従前から連携した複写を含む相互利用を実施しています

が，地域という枠組みで考えると，他の館種である公共図書館，専門図書館とも密な連携サービスが求めら

れることになります。平成13年から藤女子大学と石狩市民図書館が連携の協定を結んだことは，その典型

といえます。

学生が道立•市立図書館を利用して，地方史の研究をしたり，市民が大学図書館の専門資料を使って調査

をするなど，相互に特性を活かした図書館活動が拡大していくものと思われます。

ただし，相互協力は，各図書館が自館のニーズにもとづき，必要とする図書資料を責任もって収集・整備

することが前提であることを確認して置く必要があります。

Web上に各図書館が蔵書目録を公開することにより，横断的に検索することも可能となりつつあり，今後

はますます，利用者にとって使い易い仮想図書館が出現するものと期待されます。
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3. 学術情報ポータル＝大学図書館

大学図書館は，これまではその蔵書を公開することにより地域に貢献してきましたがWebを介した情報発信

基盤が整備されたことを受けて，地域に限定することなく，広く内外に研究成果を発信公開することが可能と

なってきました。

附属図書館はこれまで，学内各部局から研究成果である紀要等の出版物を提供してもらい情報公開に備えて

きましたが，大学のネットワーク上に蓄積された有用な学術情報資源を対象とした基本情報（標題，作成者，

URL等）をメタデータとして登録・公開し，学内外からのアクセスに備えることも緊要な課題となっていま

す。既に，本館・北分館をはじめ，各部局図書室が連携したNIIのメタデータ構築事業も始まり，附属図書館

が学術情報ポータルとして機能する日も近いものと思われます。

（情報サービス課）

「学位論文（新制）目録データベース」に「（旧制）」のデータカ追加されました

「北油道大学学位論文目録データベース」で

新制・旧制の検索ができます！

図書館のホームページ上に掲載してきました「北海道大学学位論文（新制）目録データベース」では，新

制移行後の昭和33年9月以降に北海道大学で授与された，課程博士諭文，論文博士論文の目録情報を提供

してきました。

この度，このデータベースに，これまで利用いただいてきた冊子日録「学位論文目録（旧制）」のデータを

付け加え， 3月末新たに「北海道大学学位論文目録データベース」として提供を開始しました。追加された

データは，旧制の4581 論文（大正 11 年 9 月 [1922]~昭和37年3月 [1962]授与）で，これにより

北大で授与されたすべての博士学位論文の検索，確認ができるようになりました。

データベース化にあたっては，冊子目録のデータの内，授与年月日が文部省認可年月日であった分は全て

北大の授与年月日に改め，また未収録であった43論文を追加するなど若干の改訂を行いました。学位の種

類取得者名の誤記等の訂正に努めましたが，特に取得者名のヨミ等不確定な部分が多々ありますので，気

が付かれた場合は是非正確な情報の提供をお願いいたします。

（連絡先 内線2564 情報システム課専門員）

＊博士論文の利用について

• 新制：各学部図書掛（担当掛）が所蔵，サービスに当たっています。

各学部毎のサービス詳細については，学位論文ホームページの「利用案内」をこ覧ください。

・1B制：附属図書館で所蔵しています。 3偕の資料サービスカウンターにお申し出ください。

（なお，学位論文の著作権は取得者にあります。利用にあたっては，著作権法を遵守していただきます。）

，
 



楡 蔭（北大図書館報）

平成 15年度本館及び北分館の開館予定

備：〗1gl~I~~>l•1•• lil~I 〗ロロ ~I □ il~l~l~I>• I~ □ Ii□ I]□ lj□ I~ 
5 月
本館

北分館 ~l!I• 1;1~1>i• l!I•> il~l~I~□ l~lil~lil>:• l~IIl~lil~ □ l~I>
備i~l 日1IJ~l~l〗の□□rn館[ll~l~lil~I~□ l~I~ □ I~ •1>• I~ □ I~ □ lil!I>:

備：〗［〗,i~I〗HmII□1〗I〗月：□1~j 〗IJ~l[1〗{Ml~•1>• lil1>il~I>,I• I~ □ I~ 
備j;JJ~l}j□□1~1!1~1~ □ IIl~jiJjJi険lfl~H~I~〗l〗I期IIl(lilil□ 1□ l~I>
備~J8@f〗口fi研：□II[li□ l~l~I~ □ 1; □ I~ □ I~ □1□ ~1;1i• II□ 1; □ Ii 
〗分i i~l~lil~I]>~l~l~l~l~I~•'I>[>~l~l~I•I>~11>il~lil~I]>~11>ii~:>
〗分:@~I〗l~l~lilil1@i〗 l~I 〗 ~I 〗 ~I 〗l~l~l~lill〗;1;1;1~1jl11il~I~
備j,『［口l~I[~li~i合l}Ji~l~l;Jil〗l~1i1~,~j〗 ~l!I〗□ I~ □ Ii□ 1~1~>~l~I>
I桶~JJ口 I口I~IJ~IJ〗□1;1;1 口日jljJ：セ;i~li!i:[~~I~ •I>•Ii□ I~ □ Iii>
2 月
本館

北分館

3 月
本館

北分館

>1~11>ilil!l~I>I•1~1;1>~l~I• il~l~l~l!l~l~lil>1~1~1!1;1>
>• 1>lilil11•1•lilil>• 1;1;1~1• l~I>~1;1;1•Iii>lilil• l~l~I•I>

＊開館時間＝◎ ： 9時-22時， 0:9時-17時△： 9時半-17時 x:休館
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OPAC&情報Webサービスがリニューアル！

新図書館情報システムの開始に伴い，北大OPAC(蔵書検索システム），及び図書館情報WEBサービス

が3月3日（月）から新しくなりました。新規追加機能は以下の点です。

～北大OPACの新機能～

0 北海道大学の蔵書とNACSIS-Webcat(全国蔵書）が同一画面で検索できます。

(NACSIS Webcatは，国立情報学研究所が提供している全国の大学図書館などの蔵書目録データベー

スです）

0 電子ジャーナル（北大購読分）の検索ができます。

0 検索結果一覧をメールで送信することができます。

0 中国語韓国・朝鮮語を文字化けなく表示させることができる，多言語対応版OPACの提供を開始し

ます。

nline Catala 
Ho紬 id◎Uni賣 sifylibrm-y 

English Ve面onI新着図書案内 I雑詰最新呈案内 I電子ジャーナル I学術雑誌目次速報データペースI北方資料データベース］

検索対象を限定

「図書」「雑誌J

「電子ジャーナル」

「AV資料」

検索結果の表示順を指定。

一度に表示する1弔殷

I検索 I

北大の蔵書と全国蔵書

(NACSIS-Webcat)の

検索ができます。

＊両方をチェックした場

合北大に蔵書があれは

NACSIS-Webcatは検索

• 図書から／雑誌から ”から検索しなおすI→検索条件を詳組に指定するI→検索語の入れかた 1 されません。

・ソート順：書名• 著者名， 資料香号でも検索できます，2回め以降の検索のためにメモしておくと便利です・

出版年・出版社 r 

表示例1)検索結果の一覧表示：電子ジャーナル

学内で 24j牛見つかりました［図書 0件雑誌 24件］→書誌と所蔵を一緒に表示 この画面の
する［閏略 I詮輝］ 見哀

Page: 1 g_ 

1. 随詰J.RPレピュー=Re bnal ol,cv rev, 砂
［電子ジャーナル].<37000013> 

2 暉誌].Slav;cResearch Center ne恒＝スラプ研究センターニュースー［電字ジャー
く37000014>

3. 暉誌l¥Noc胆 ワークスli 究戸 集］．ー［電：了ジャーナル].<37000015> 
4. 噴誌1あいみ~</国際贔宇贔犀センターー［電子ジャーナル]. <37000016> 
5. 頃誌lBbocμan;cand med; 呼し;nalchem;strv. -[霊子ジャーナル].<37001586> 
6. 位佳誌lBbmetri匝．ー［電子ジャーナル］．く37001584>
7 直誌lBbmolecularEn ;neerin -[雷子ジャーナル].<37001585> 
8. 算誌J.Faulknerburnai"-[霊子竺ジャーナル].<37004641> 
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表示例2)検索結果の詳細表示：多言語対応版

zhong冬UOde qi j[ CSョzhan之hanlu令 yujing ji己 ige 

中 国的奇逹：麦展哉略与経済改革／誌毅夫．棄訪．李周著

（当代年箔学宗列凡弔 f翫晰キ竿； 1 当代経済学文印

―――――――――●-――●
-9-_
―――― 

出臨沓 上海・上渇三底毛店；上海人民出9反吐
出譲年 0994 

大きさ 2,15.4.5.286p, 20cm 

著奢璽自祐雰宍勺9e?-)<W,, キつ＞
慈昧くサイホウ＞

季• 町く,,,ミ,,_ウ＞"~ 名 NDLSH中国——径渭——歴史—- 1949-

NDLSH, 中四(1949ー中肇人民共和国）ーー径済

NDLSげ中国(1949- 中棗人民共和国）一—径済認諏

コーF翠念§志>0•21062484 NO>D•BM 6988191 

［罰両而 I'オじめから搾字しなおす lごの両而の男方］

多言語対応版OPACでは……

• 中国語韓国• 朝鮮語を表示できます。

• 中国語簡体字・繁体字，ハングル文字，ピンインに

よる検索が可能です。

ヽ

ノ

拳次 所在環所

V. 1 -+-• 官』t育幸伎こノ~ラニL,o果
諏四己号 ＇ 濱奄象糧号
338.9/LIN BQ? 1! ラ， 7840 :呈呆門 コメント ~:94"!C I 

（お問合せ先：附属図書館参考調査掛 内線： 2973, 4107 E-Mail:ref@lib.hokudai.ac.jp) 

～北大図書館情報WEBサービスの新機能～
［学外への文献複写申込］

0 学外依頼文献の申込取消ができます。

〈操作例〉

① 図書館情報WEBサービスの［学外への文献複写／図書借用申込の進捗状況照会］を選択します

② 状態が「準備中」の場合， WEBから申込取消ができます

x
 
口

ふ..-― 
．．
． ，
 
．
 

．．
 
．．
 -M
 

ファイル（£;） 編栗{I) 表示M ジャンブ{i;,)'ふ;,:;;,,,:in,oat、

~~....'S . ·~· ・・.・.. ·•. ~ 
し 再読み込み ホーム 検索

｛ヘル、ブ⑪
と

誌ヽ 雀加 言 セキ庄ティ 邑闘
依頼申込状況確認一覧

検索条件l楔写、3貸惜データニ 状際の選択l全データ ニ」 一覧表示件敷fioif"コ]j主翌」
検索結果2件 1件-2件

検索結釦件I許-2r
北海濱，学附窯図馨館北海濯．、学

にt&'111号亨応讐霞塁圏碑罰齊：紅崎日回て盲’直霞息鯰闊い直戸亨属直叩鸞會虹心塁・
書出輝等rl【0000341004] 戸ニ一三一戸一—-向戸

にE芯；悶閤¥;,_F.,j::~ ふ~~-.~土nピ嘉P:ば唸は雰霊"・ -

量二孟ニニニ冥ぞ竺砂キキネン＞
「準備中」をクリックすると，

申込取消画面になります

逼日~I Iドキュメント兎了。 吾l羞心卦回四、I!,,_ー 1忍

（お問合せ先：附属図書館相互利用掛 内線： 4095, 297 4 E-Mail:sogo@lib.hokudai.ac.jp) 
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［図書購入依頼（敦職員用）］

〇 蔵書検索等の検索結果を流用して図書購入依頼ができます。

〈t簗イ乍例〉

① 蔵書検索後，［購入依頼］をクリックします。

蕊鳳瓢平ユ

心 亨~~闊酌こし ス平:iI戸芦ユ&I芦饂且
字タダイノシ＊

ー
出臨薔 lL幅：北渇這大学口書祁117会
出版年 IOii.i 

大きさ I~: 26cm 

詞害名 tV:Th合 !ourn氏•••• ,t Hokkoldo U咋Ivomits 

著翁糧目高鰭，苺i腐(1'1いぽか，，"'・rデオ｝
怜名 細；北海遥大学"写哀稟

コ ~r類霧誌10°203'2553 !≪:I炉卵066<0521

三戸-□支l~J竺

巻次所在場所 謂求記号資料番号盾コメント塁

本館北方資料室•北大沿革資料 779.36バ奴 0171275563 1991 
.'• ... ,,, .. 芦''--・..會'"'涵l+I • ,. が'"、Iドキi和ド哀'1:'"'"心"""'ター,,.,,.,.かで

.... .!.I 
斗温心銀四 ..,J;,I 

② 状態が「準備中」の場合， WEBから申込取消ができます

譴り即籾＇嶋津栖9月~「'l.1$111'頌雌儀/:'!),'i机＇麗薗 Ill『:',ll'i:,1,l,:,:,,'1!,!/',i,¥il,111::,:1:,:,1:,,:;,i~ 叫~誓:~!双二翠闘鱈謬と血凶
ファ1J心囁擦こ翌茄OOジ¥,)Iプ(ll)°""""'"'蒻冥≪;) "紗9妙

閂面l~ilる ::::&:l -

・品項目（埒の付いた項目[J必須です）を記).l,,依籟ボタンを？リ.,,クして，•ください，
• 必要な項目を).jJしへ申込ボタンをタリ~!:>してくたさい．

淑氏 名：回纏受入掛・法（法学部4薮員）

磁子ャ 麗： I平算摺忠1しないユ 濶J研養習で甲込の場合11偏令櫂にその旨記入して下さい，

⑬ 草、キャンセIしべ利用可のメール連祐先；

r連絡不要

咋 ・rnaiI fw.k狐 J(提Iii;.脳心i.窯 ,JP

; ~t大9乃四写／高U蔚祖吾

！檎嶋困,i¥1830-)

， 批海造大霜fr'!I]行会

（お問合せ先：附属図書館相互利用掛 内線： 4095, 297 4 E-Mail:sogo@lib.hokudai.ac.jp) 
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楡 蔭（北大図書館緑）

［図書購入依頼（教職員用）の依頼状況照会］

0 表示順の指定や抽出条件の追加により，照会時の操作性が向上しました。

また，照会結果を簡単にパソコンヘダウンロードできます。

罰函面に戻る ユふ

• 町匹し込まれた靖刃一覧です i戸岬虚をこ畔訊だけま"'・
｀碍紅暉叩応匹；たいi見含l;J:.y,j卜jしをク')C夕L,で rこさい.l声輝からかさを即消す
こしができます←

す利用者懐報

a氏名：口鬱受入柑・法

臼所属，法学郡

可衷祠痘絞，）込み

成~: I僻註 」

岬込巳： 即訓1-枷(130賓

飼溢号 I -1, 

巧闊， 1す^、て 二
謬頭： 展f寸番呈ゴ

翠韮陸・甲；/,Bil是塁のも心が上に表示され江
安日本径Iむ召トル店に心足せん

印

守甲込内容一翼 データダウ}ローF
~~ ~ ~~ • ~~ ~ ~~ ~~ 

受f1番母 IJ:歴 タイトJし 甲込E 僅付;\)~環所

（お問合せ先：附属図書館図書受入掛 内線： 3955, 4097 E-Mail:ukeire@lib.hokudai.ac.jp) 

［予算情報照会］

0 表示項目を大幅に追加したことにより，詳細な予算情報を照会できます。

:::J.L2 

各項目を入力してから照会ポタ―./をクリ,,,クして下さい C

~--21ZJ キャンセル I "膳た予算 r窄照干縛

品氏 名：図魯受入招・法

⑳ 所 属';衷学部

涵年度；戸

王 予尊執行額

五晋嗜｀｀蘊暉四戸甲『平麟
受入掛•テ
スト 0 0 

。。゚.u 。
0'0 

幽F日后 lドキュ尤ント：完了． 己点如――J,!;i,__ 1企し国__,k」

（お問合せ先：附属図書館図書受入掛 内線： 3955, 4097 E-Mail:ukeire@lib.hokudai.ac.jp) 
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北分館でエル・ネット「オープンカレッジ」を

視聴できるようになりました

No.115 (2003.3) 

エル・ネットとは，衛星通信を活用して，教育・文化・スポーツ・科学技術に関する情報を直接全国に発

信する文部科学省の教育情報衛星通信ネットワークで，「オープンカレッジ」では全国の国公私立大学の公

開講座を放映しています。

この度，北分館2階のマルチメディア公開利用室内にエル・ネット「オープンカレッジ」を視聴できるコ

ーナーを設けました。どなたでもこ自由に視聴することができます。どうぞこ‘利用下さい。

なお，詳しい利用方法については，下記URLをこ参照ください。

http ://www.lib.hokudai.ac.jp/bunkan/ 

エル・ネット「オープンカレッジ」についての詳しい情報及び，放映スケジュールについては，下記URL

（エル・ネット「オープンカレッジ」ホームページ）をこ参照下さい。

http://www.opencol.gr.jp/ 
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楡 蔭（北大図書館報）

平成14年度第2回北海道大学附属図書館講演会が
開催されました

本年度第2回目の北海道大学附属図書館講演会が平成15年2月20日（木）北海道大学学術交流会館に

おいて，道内国公私立大学等の図書館職員を対象として，開催されました。

筑波大学図書館情報学系助教授谷口祥ー氏による「FRBR(書誌レコードの機能要件）と目録への概念

モデリングアプローチ」及び国立情報学研究所開発・事業部次長大埜浩一氏による「学術ポータルの整備に

ついて」の講演があり，道内の国公私立大学，高等専門学校及び本学図書館職員から約50名の参加があり

ました。

平成14年度北浦道大学附属図書館講演会記録

「FRBR(書誌レコードの機能要件）と
目録への概念モデリングアプローチ」（要約）

筑波大学図書館情報学系助教授~口 杓~~

現在の目録が抱える各種の問題群を整理し適切な対応を図るために，目録の設計（および問題解決）の全

体をいくつかの段階に分けて捉える考え方が広く採用されている。複数の段階化力可有Eであるが，大きくは

概念設計とそれ以降のレコード／データ項目設計等に分けることができる。そのうち特に前者の段階に関わ

る議論が近年盛んに行われている。概念設計で構築されるモデルの代表例がFRBRと呼ばれるものである。

これはIFLA(国際図書館連盟）が組織した研究グループによる成果であり， 1997年に最終報告がなされ

ている。目録の基底に関わる議論であるため，各種の問題を考える上でも，その理解は有用であるといえよ

う。

FRBRはモデ）凶亡述言語としてE-Rモデルを採用しているため， 目録が対象とする書誌的な事象（多様な

情報メディアが形成する世界）を必要な実体群，個々の実体を構成する属性群，さらには実体間の関連群

を規定することでモデルを示している。実体群は全体として3グループに分けられているが，特に書誌的な

対象物を直接表す第1グループの実体群 (work,expression, manifestation, item)がその定義や機能

を含めて問題となる。加えて， FRBR はこれら設定した属性群• 関連群の妥当性を検証するため，別途，利

用者タスクを4種定義し，個々の属性• 関連に対していずれのタスク逹成に有用であるか里要度評価を試み

ている。

同モデルは現行の目録（書誌レコード）作成処理に基本的に整合するが，現行処理方式との間で一部相違

する部分を含んでいる。例えば，実体expressionは現行では明確な扱いがなされておらず，現在，可能な

処理方式の検討などが行われている。

FRBRは完成度が高いモデルであるが，唯一のモデルではない。特定の資料

種別に特化したモデ）砂1FRBRの展開形として，場合によっては必要となろう。

同時に， FRBRと同レベルのモデリングにおいて，それとは異なるモデルの提案

や検討も併せて必要とされよう。筆者自身は， manifestationに換えて， ex-

pression (テキストレベル実体）を基盤としたモデルの提案および検討を行っ

ている。
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平成14年度北海道大学附属図書館講演会記録

学術ポータルの整備について（要約）
一日米大学図書館の現状とJuNii& GeNii-

No.115 (2003.3) 

国立情報学研究所開発・事業部次長 *塑~ r告—→

1 . 文部科学省：学術情報発信に向けた大学図書館機能の改善連絡会

2002年5月から，この連絡会で大学からの学術情報発信活動と電子図書館

機能を連動させた協議が行われてきた。文部科学省が電子図書館予算を先導的

に措置した 15国立大学での成果と今後の計画（図書館情報大学の成果は，筑

波大学の中に含む）をレビューの上まとめて他大学への参考とするもので，文部

科学省情報課 15大学と国立情報学研究所（オブザーバ）とで構成。 2003年

1月14日時点の中間報告を基に，主な内容を紹介した。（最終報告は4月に公表見込み。 15大学以外での

成果も織り込み予定。）

2. ARL : Scholars Portal Project (SPP) http://www.arl.org/access/scholarsportal 

北米の研究図書館協会 Associationof Research Libraries 加盟7大学図書館が2002年5月から

3年計画で開始している学術研究ポータルの形成実験SPPと，直前のScholarsPortal Working Group 

の活動を紹介した。 SPPが目指すポータルは，利用者を単一のアクセスポイントから最適な情報資源

appropriate copyに誘導するとともに，大学における教育と学術研究を円滑に実現する各種のツール・場を

提供することにある。

3. NII大学情報メタデータポータルJuNiiとNil学術コンテンツ・ポータルGeNii

国立情報学研究所が2002年4月からサービスを開始している学術コンテンツ・ポータルGeNii

http:/ /ge. nii .ac.jp/outline-j. htmlの現状と今後の構想を説明した。その中で引用文献情報ナビゲータ

CiNiiと連想検索機能を実装した図書情報ナビゲータWebcatPlusならびにインターネット上で大学が発信

している学術情報のメタデータポータルJuNiiの構築状況 (2月現在で193機関参加）及び3月中旬公開予

定の検索画面を紹介した。
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楡 蔭（北大図書館報）

カリフォルニア大学バークレイ校・ワシントン大学図書館を訪間して
ーアメリカ大学図書館の情報リテラシー教育支援サービスー

附属図書館情報サービス課参考調査掛 tj\~沐 真]卜~

1 . はじめに

学術情報としての電子的資料の普及に伴い，大学図書館でも電子的情報資料の有効活用を含めた情

報リテラシー（情報活用能力）教育への支援が求められている。

北大附属図書館では，この情報リテラシー教育支援に関連して，平成9年から教官・学生を対象と

した「雑誌論文の探し方」「新聞の探し方」等，資料調査のためのガイダンスやセミナーを企画・実

施している。また，平成 13年度からは全学共通科目一般教育演習の講義の中で『情報探索入門』と

題した情報探索の基本についての90分間の講義と演習を実施している。このような大学教育との連携

によるサービスは，導入されて間もないこともあり，その内容や実施形態など未だ試行錯誤の面も多い。

そのような折，北海道大学国際交流事業墾金の派遣事業として 10月1日より 10日間の日程でア

メリカ合衆国西部の図書館を訪問する機会を得，図書館における情報リテラシー支援サービスが日本

に先行して実施されているアメリカの大学図書館の様子を見聞することができた。

2. 情報リテラシー支援サービス

本学を含め近年日本の大学図書館でば情報リテラシーに関わる多様なサービスが試みられているが，

米国でも早くから図書館利用者教育のなかで情報リテラシー支援サービスが提供されてきた。アメリ

力図書館協会(ALA)では，情報リテラシーを「情報が必要なときそれを認識し，必要な情報を効果的

に探し出し，評価し，利用する能力」であると定義している (ALA情報リテラシー委員会最終報告書

1989年）。

ALA大学研究図書館協会(ACRL)ではこの定義に基づき「高等教育のための情報リテラシー能力基

準」 (ALA大学研究図書館協会 2000年），「情報リテラシー教育のための目標：大学図書館員のた

めの文案J(同2001年）を作成し，大学図書館がサービスを実施する際の具体的な目標を示している。

今回の訪間はアメリカ西部の大学図書館で現在これらの基準をもとにどのような支援サービスが展

開されているのかを知るよい機会となった。

3 カリフォルニア大学バークレイ校

1873年創立のカリフォルニア大学バークレ

イ校は，キャンパス中心部に中央図書館である

Doe Library, 学習図書館のMoffittLibrary, 

貴重図書館のBancroftLibraryを持つほか，

20の専門図書館を有している。

Teaching Library 

"Teaching Library"は1993年に設置

された情報リテラシー支援サービスを専門に担

当する部門である。この部門の担当者の方にサ カリフォルニア大学バークレイ校 Doe Library 
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ービスの実施内容についてお話を伺った。

"Teaching Library"は，学習図書館MoffittLibraryにサービス業務の一部門として置かれ

ている。 Webサイト "TeachingLibrary"から "Instruction& Tour" と呼ばれる各種講習会

の案内，分野別にアクセスできる ResearchGuideなど，情報リテラシーに関する様々な情報を発

信している。

10月の訪問時は新学期を迎えた時期でもあ

り，図書館資料の検索入門， LexisNexis等

のデータベース利用セミナーなど，図書館の企

画による Instructionが案内されていた。ス

タッフのお話によると，最近の主要なInstruction

は℃ourse-Integrated Library Instruction"と呼

ばれるサービスであるということだった。これは

教員の要望に応じて企画されるいわゆるオーダ

ーメイドのInstructionで，希望する教員は
Moffitt Library Information gateway 

Webフォームに希望の日時・授業のテーマやInstructionの目標，演習を要するデータベースなど，

内容を具体的に記入し，希望日の3週間以上前に申込みをするようになっている。教員と担当職員が

このフォームをもとに実施内容の詳細について検討し， Instructionが実施される。こういった利用

者の要望に応じたInstructionはMoffittLibrary内のリテラシールームで開催されるほか，キャンパス

各所に図書館職員が出向いて実施されることも多いとのことだった。 "TeachingLibrary"の

Instructionは主に学部学生を対象に提供しているが，研究者・大学院生が要請する専門分野の情報

収集など，内容に応じて適宜キャンパス内の各専門図書館でも行われており，情報リテラシー支援が

大学図書館全体のサービスとして定着している様子が窺われた。また，講義を担当する教員のための

図書館サービスとして，効果的な図書館資料の利用に関するアドバイスなど，学生へのリテラシー教

育に必要な情報が教員対象のWebサイトなどで提供されている。

ところで図書館の訪問に先立って，簡単なキャンパスツアーに参加してみた。これは大学構成員や

観光客を対象に大学が実施しているツアーで，案内してくれたのは社会学を勉強しているという元気

な女子学生だったが，ツアー中，彼女に図書館を利用しているか，ライブラリアンから図書館の使い

方を案内してもらったことがあるか聞いてみると， もちろん新入生の時に授業でInstructionを受け

たとのこと。私がこれから図書館を利用する予定と思ったのか，加えて「それにレポートやテストの

前には，必要な資料を探すためのアドバイスを受けることができるから何でもライブラリアンに聞け

ば大丈夫！」と親切に説明してくれた。彼女が図書館の蔵書の豊かさや設備ではなく，まず図書館員

にアドバイスを請うことを薦めてくれたのが印象的だった。

4. ワシントン大学

ワシントン大学は， 1861年に創立された州立大学で，シアトルキャンパスには中央図書館 (Suzzallo

and Allen Library) の他，学習図書館のOdegaardUndergraduate Libraryと16の専門図

書館がある。中央図書館で情報リテラシ一部門 (InformationLiteracy) の担当者の方にお話を伺

った。

ワシントン大学でも図書館企画による講習会の参加者は減る傾向にある一方，℃ourse-Related 

Instruction" と称した教員の要望に応じて企画されるクラス単位のInstructionの開催数は増加し
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ているとのこと。 WebからのInstruction申

し込みフォームも提供されており，情報リテラ

シーに関しては教員との協力体制・授業との連

携がサービス形態の基本となっている。

数多くのセミナーをこなしている専任職員の

方に業務上の課題を尋ねたところ，講義形式で

文献の案内を行う Instructionでは分かりやす

い表現や説明の方法など，プレゼンテーションの
ワシントン大学 Suzzallo Library 

方法について頭を悩ませており， Instructionをどのように企画し，実施するかはリテラシー担当職員の課

題であるということだった。情報リテラシーに関する業務では，資料に関する知識に加えプレゼンテ

ーションの技術・能力が要求されるということは私自身も日々の業務の中で痛感している。ワシント

ン大学ではこの点に関し，図書館職員を対象にワーキンググループによる教授法・ コミュニケーショ

ン法のワークショップが開催され，必要な技術の研鑽の機会がもたれているとのことであった。

ワシントン大学では，情報リテラシーサービスに関連してじWill(University of Washington 

Information Literacy Learning) と呼ばれる部門があり，主にWebを活用したリテラシー教育

のサービスを提供している。 UWillの置かれている学部学生を対象とした学習図書館Odegaard

Undergraduate Library and Computing Commonsは， 3階フロア全体が370台のPCが設

置されたメディアセンターとなっている。

UWillの代表的なサービスにはResearch101と呼ばれる情報リテラシー教育のためのOnline

tutorialがある。このチュートリアルでは，基本的な資料の解説から，入手した情報の評価までの6

段階のレベルが用意されており，各レベルの最後に提示される質問に回答することによって自らの理

解度を確認することができ， Webの機能を生かしてインタラクティブに情報リテラシーを身につける

ことができる。

また，じWillでは図書館資料や探索方法を紹

介した各種のテンプレートを提供している。こ

れをクラスにあわせてカスタマイズし，主題を

限定した資料案内やチュートリアルとして各ク

ラスのWebサイト上で提供できるようになって

いる。 UWillのサービスは，授業の目的に応じ

てカスタマイズできる，都合のよい時間に利用

できるなど，教員やクラスのニーズに対応した

サービスという視点からWebを活用した様々な

試みが行われているようだった。

5. おわリに

Odegaard Undergraduate Library a叫
Computing Commons 

カリフォルニア大学バークレイ校，ワシントン大学各図書館の情報リテラシー教育支援サービスを

簡単にご紹介したが，本学の状況と異なる点として，情報リテラシーが独立したサービス部門として

存在しているということがまず挙げられる。この専門部門が，他のサービス部門との連携を図りつつ

「教養課程（学部学生）対象のリテラシー教育の充実」「講義と連携したサービスの実施」「Web機能

を活用した情報提供J「教員・スタッフヘの情報リテラシーに関わる支援サービス」など多様なサービ
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スを展開し，図書館の大学教育支援サービスの中心的役割を果たしている。

本学図書館では主に附属図書館参考調査掛がレファレンス等の業務と併せて，情報リテラシー支援

サービスを担当している。教官の要望により授業補助としてゼミ講義内に実施している文献探索セミ

ナーの開催数は，平成13年度 12回に対し平成 14年度25回，全学共通科目一般教育演習『情報探

索入門』開催数は，平成 13年度39回に対し平成 14年度47回と，年を追う毎に実施数が増加して

いる。また，受講者のアンケートでは， 「これまで文献の探し方がよくわからなかった」「もっと早い

時期にこのようなセミナーを開催してほしい」等のコメントがみられ，大学での学習に必要な能力と

しての情報リテラシーの要求は高まっている。そのような利用者の具体的なニーズに対応したサービ

ス，質の高い支援サービスを実施するためには，情報リテラシー教育支援サービスの専門部門の設置

の他，図書館組織としての取り組み，スタッフの養成などが必要不可欠であることを改めて認識した。

また，今回訪れたどの図書館でも学生が気軽に図書館員へあれこれと話しかけている姿を見かけ，

人的サービスの充実も特に印象に残ったことの一つである。情報リテラシー支援とは本稿で紹介した

ょうな新しい形態の業務だけではなく，カウンターでの資料案内，図書館サービス案内といった従来

の業務のなかで日常的に提供されるべきものであるのだろう。

最後になりましたが，今回の訪問の機会を与えてくださった関係者の皆様，様々なアドバイスをい

ただき，新学期の多忙な時期にもかかわらず送り出してくださった附属図書館の皆様に心よりお礼申

し上げます。

参照URL

・The Association of College and Research Libraries(ACRL), Standards & Guidelines 

(http://www. ala. org/acrl/guides/index. html) 

・University of California Berkeley Library The Teaching Library 

(http://www. lib. berkeley. edu/TeachingLib/) 

・University of Washington Library UWill pilot project 

(http ://www. lib .washington. edu/uwill/pilot. html) 
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教官著作寄贈図書
2002.11.1 -2003.2.28 

［本館］

（法学部）

稗貫俊文ほか著 独占禁止手続法 有斐閣

寺谷広司ほか著 資料で読み解く国際法（第2版）上 東信堂

瀬川信久ほか著 民法判例集：債権各論（第2版） 有斐閣

奥田安弘，山口二郎著 グローバル化する戦後補償裁判 信山社出版

奥田安弘著 数字でみる子どもの国籍と在留資格 明石書店

吉田邦彦著 契約法・医事法の関係的展開 有斐閣

（医学部）

員野行生編著 ケアスタッフと患者・家族のためのパーキンソン病 医歯薬出版

［分館］

（文学部）

河内祥輔著 保元の乱• 平治の乱 吉川弘文館

（言語文化部）

高橋吉文訳 図説服装の歴史（上下巻） 図書刊行会

ご恵贈誠にありがとうございました。図書館では本学教官が執筆した図書資料を収集しています，

新たに本を出版される際には，ご恵贈くださいますようご協力お願い致します。
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ム去ぢn我 (14.11.1~15.2.28)

【学内】

◎図書館委員会

0第191回〈12月12日（木）〉

議 題 l 附属図書館増築・改修検討小委員会中間報告について

2 平成14年度北海道大学附属図書館自己点検評価小委員会中間報告について

3 学術文献データベースの見直しについて

4 平成16年度歳出概算要求事項及び平成15年度営繕要求事項について

5 北海道大学附属図書館における新聞の保存基準について

6 北海道大学附属図書館における学外者の利用に関する内規について

報告事項 l 外国語新聞の廃棄について

2 平成14年度学術研究コンテンツの整備状況について

3 海外アドバイザーによる評価と提言について

4 文学研究科図書業務統合計画委員会について

5 スラブ研究センター図書業務統合計画委員会について

6 国立大学附属図書館を巡る状況について

◎自己点検評価小委員会

O第2回〈12月6日（金）〉

◎附属図書館増築・改修検討小委員会

O第3回〈11月15日（金）〉，第4回〈11月29日（金）〉

【学外】

◎平成14年度国立大学附属図書館事務部長会議〈1月23日（木）〉（岐阜大学）

◎北海道地区国立大学附属図書館事務（部・課）長会議〈11月25日（月）〉（北海道大学）

（
 

人事往来 ）
 

【平成15年1月1日付け異動】

〔転入〕

矢野誠 附属図書館情報管理課長（東北大学附属図書館情報サービス課長）

〔転出〕

早瀬均東京学芸大学附属図書館事務部長（附属図書館情報管理課長）
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